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業界のトレンドを知りたい人向け

何と言っても今年初出展の企業・団体に注目です。アドビや
ソフトバンクといったテクノロジー企業に加えて、ポーラや
三菱ふそうトラック・バス、ENEOS、出光タジマEVなど
幅広い産業・業種の企業が初出展します。「Co-Creation 
PARK」は国内外のスタートアップが集結するエリア。特に
注目なのが、日本貿易振興機構（ジェトロ）による全世界を対
象とした海外スタートアップコンテスト「Japan Challenge 
for Society5.0」で選抜された18カ国・地域のスタートアッ
プが出展する「JETRO Global Connection」です。スター
トアップならではのテクノロジーやソリューションをぜひご覧
ください。オンライン開催のメリットは、好きな時間に何度で
も来場できること。スタートアップ企業をじっくり時間をかけ
て巡ることで、新たな共創のきっかけやチャンスが見つかる
かもしれません。

何度も来場している＂CEATEC通”向け

CEATECは「テクノロジーだけではなく、テクノロジーで実
現したいビジョンや未来像が披露される場」です。シャープ
や三菱電機、京セラ、太陽誘電、タイコエレクトロニクス
ジャパン、アマゾンウェブサービスジャパンといった、例年
多くの注目を集めている出展者の展示は今年も見逃せませ
ん。ビデオチャット機能で各出展者とコミュニケーションを図
るなど各種ツールや機能をフルに活用して、CEATECをお
楽しみください。展示だけなくコンファレンスにも注目です。
デジタルトランスフォーメーションや空飛ぶクルマ、AIなど
多彩なトピックが用意されており、企業はもちろん、省庁や
諸機関のキーパーソンが多数登壇します。130を超える、
キーノートやパネルディスカッションなどをお見逃しなく。

CEATECに初めて来場する人向け

電子情報技術産業協会 CEATEC推進室長

教えてくれたのは

www.ceatec.com

19日から22日までの４日間、CEATEC 2021 ONLINE
が開催される。CEATECはCPS（サイバー・フィジカル・
システム）やIoT（モノのインターネット）をはじめとする
革新技術が集結し、超スマート社会（ソサエティー5.0）
の実現を目指す総合展示会。主催は電子情報技術産業
協会（JEITA）で、今回は300社・団体以上が出展予定。
うち３割は新規出展を見込む。展示エリアは「企業エリ
ア」「Society5.0エリア」「Co-Creation PARK」の三つ
で構成。未来の社会・暮らしを支える電子部品やデバイ
ス、人工知能（AI）などのIT・エレクトロニクスの先端技
術をはじめ、工作機械・金融・流通・医療・エネルギーな
ど、幅広い産業・業種の企業・団体のビジョンや取り組み
が紹介される。さらにカーボンニュートラル、第5世代移
動通信システム（5G）などのカテゴリーに分かれ、130以
上のコンファレンスが実施される。

来場登録はこちらから

CEATEC 2021 ONLINE
19日に開幕

吉田 俊さん

「非常に混雑」「混雑」「やや混雑」のアイコン表示により、
混雑状況が一目で分かります。自分以外にも多くの人た
ちがオンライン会場を訪れていることが確認できます。

来場状況の可視化
企業ブース内のミーティングルームで、出展者とビデオ
通話できます。アプリケーションをインストールせずに、
ブラウザ上で気軽にコミュニケーションを図れます。

ビデオチャット機能

今回新たに追加された機能

New New

今年はソサエティー5.0の実現に向けた四つのテーマ「カー
ボンニュートラル」「スーパーシティ/スマートシティ」「5G」
「モビリティ」に関する展示やコンファレンスに注目です。東芝
や富士通、日立製作所、パナソニック、NEC、ソニーグループ
といった企業はもちろん、新エネルギー・産業技術総合開発
機構（NEDO）や情報通信研究機構（NICT）、科学技術振興
機構（JST）、理化学研究所などの研究機関も数多く出展し
ます。またTDKやアルプスアルパイン、村田製作所といった
電子部品企業の展示は、将来のトレンドを見極めるために
も必見です。トレンドを把握したい人は、これらの最先端の
ソリューションはしっかりと押さえておくべきといえるで
しょう。竹中工務店や大成建設、戸田建設など大手建設会社
のまちづくりに関わる展示にも注目です。

アンリツは通信インフラを支え
る電子計測器を開発・製造する。
5Gは超高速、大容量、超低遅
延、多数同時接続が特徴。5Gの
本格普及により、自動車や医療、
製造業、建設業などの幅広い産
業でも情報通信技術の活用が可
能となる。同社は顧客との協業
で、従来のビジネス領域を拡大
し、高度化するネットワーク社会
の実現を図る。同時に、コアコン
ピタンスである「はかる」技術を
追求し、毎日の安心・安全な社会
の実現に貢献する。

アンリツ

接続とセンサー分野で世界を
リードするTE Connectivityは
「Engineering the Future（未
来をエンジニアリングしましょ
う）」をテーマに出展する。メディ
カル、データセンター、航空宇宙
などの幅広い分野におけるセン
シングやコネクティビティーに関
するテクノロジーとソリューショ
ンを提案。またニューノーマル社
会の形成をけん引するテクノロ
ジートレンドについて、TEのエン
ジニアやエキスパートがセミナー
を通して紹介する。

TE Connectivityイリソ電子工業

イリソ電子工業はコネクター開
発の先進的企業。「新しい日常
へ。つなぐ、ミライ。」をテーマに、
「自動運転」「電動化」など五つの
チャンネルを設定。フローティン
グ機能と高速伝送技術を融合し
た「10143シリーズ」、３次元可
動「Z-Move」などの新製品をは
じめとした、さまざまな接続提案
を動画などでわかりやすく紹介す
る。また20日に開催されるセミ
ナー「ニュースイッチラボ」内で、
鈴木仁社長の対談インタビュー
を放映する。

コーデンシ

コーデンシは光半導体製品の開
発、生産、販売に取り組み、赤外
線測距センサーやフォトインター
ラプターなどの光センサー分野
では多種多様な製品群を有して
いるリーディングメーカー。新型
コロナウイルスにより非接触操
作のニーズが増える中、光セン
サーを応用した非接触操作デバ
イスの開発に注力している。飲食
店、公共空間、アミューズメント
施設などで「触れず」に面白く情
報入力ができるソリューションと
して提案する。

アズビル

アズビルの「現場でつくる作業記
録サービス」は、“スモールスター
トで始めるDX”という発想で、あ
らゆる記録のデジタル化を支援
する。直感的な操作で、利用者が
簡単に自分たち専用の記録アプ
リを作成・運用することが可能。
管理や報告など手書きが主体
だった業務のデジタル化を、リ
ソースやスキルに影響されず素
早く実現したいというニーズに応
える。蓄積されたデータを活用
し、効率化を超えた業務変革に
貢献する。

入力ツールからドラッグ＆ドロップで簡単に画面作成が可能
5G製品開発に必須の
5G評価ソリューションシステム MT8000A 高速伝送対応コネクター「10143シリーズ」 光センサーを応用した非接触操作デバイスに注力 革新的な接続技術でファクトリーオートメーションを推進

CEATEC 2021 ONLINE 出展ブース ピックアップ 社名をクリックしてブースへアクセスできます
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FriTue から まで

オンラインで開催

https://www.ceatec.com/ja/
https://online.ceatec.com/booth/2756
https://online.ceatec.com/booth/2613
https://online.ceatec.com/booth/3343
https://www.kodenshi.co.jp/top/kodenshi_virtual/lp013_ceatec_2021/
https://online.ceatec.com/booth/2485


CEATEC 2021 ONLINE出展企業が応募した製品・技術・サービスの中から、イノベーション性が高く優れ
ているものを表彰する「CEATEC AWARD」。11回目を迎えた今回、ソサエティー5.0の実現に向けた選り
すぐりの製品や技術が集まる。応募製品の中からユニークな製品・技術をピックアップ。日々、最新技術動向を
追いかける日刊工業新聞の記者が注目ポイントや今後の普及予測などを解説する。

日刊工業新聞の記者が注目する製品・技術
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　シャープはワイヤレスイヤホンスタイルの耳
あな型補聴器「メディカルリスニングプラグ」
を発売した。コロナ禍でのマスク着用やアクリル
板の設置、オンライン会議の増加などにより、聞
き取りにくさから耳をすまして聞く場面が増え
ているため、コロナ禍以前に比べ耳への負担も
大きい。こうした負担を軽減し、従来型補聴器の
着用に抵抗がある人に配慮したスタイリッシュ
なデザインに仕上げた。
　メディカルリスニングプラグは軽・中等度難
聴者向け医療機器の認証を取得。補聴器の性
能を備えながら、内蔵マイクによりハンズフリー
通話や音楽鑑賞もできる。オフィス、ホテル・レス
トランの接客、建設現場など幅広いビジネス
シーンのほか、休日を含めた利用環境に応じた
設定ができる。シャープは自社の情報通信技術
（ＩＣＴ）を新たな医療ソリューションの創出に生
かす狙いで医療機器製造・販売のニューロ
シューティカルズ（ＮＣＩ、東京都文京区）と資本
業務提携契約を結んだ。新しい補聴器はその
協業第１弾だ。
　従来型補聴器は顧客が調整のために販売店
に複数回通う必要がある。新製品はシャープの
アプリケーション（応用ソフト）を使用したサ
ポートにより、リモートでフィッティング対応で
きる。シャープのＩＣＴグループ長を務める津末
陽一専務執行役員は「量販店などにも置いて頂
き、『こういう補聴器がある』と気付いてほしい」
と期待する。今後はシャープ自身が目指す工場
の操業や安全・品質の対策など国内の薬機法
（旧薬事法）のクリアにより、医療機器のライン
アップも増えそうだ。

　京セラはカメラ１台とパソコン、ディスプレー
の設置のみで利用できる画像認識型レジ「ス
マート無人レジシステム」を開発した。１秒間に
30フレームの速度で商品を認識する。レジ台に
置いた複数の商品形状、大きさ、色を瞬時に判
別し、重なった商品も６割程度見えていれば認
識できる。従来の物体認識技術では、新規商品
の追加登録時に、既存商品と合わせ全商品の
再学習が必要だったが、新規商品のみの追加
学習が可能。省人化に課題を持ち、大規模投資
が困難な中・小規模小売店、社員食堂などでの
利用を想定し、２０２３年の発売を目指す。
　京セラが自動運転向け車載カメラで培った
画像認識技術を応用した。従来の無人ＡＩ決済
システムは、店舗内に多数のカメラ設置が求め
られるなど、初期投資や保守点検コストが課題
だが、これを大幅に削減できる。
　独自の物体認識ＡＩ技術で、分類精度を維持
したまま商品数を拡大でき、作業者の負担を減
らせる。例えばシステムに登録済みの１００商品
に、新たに10商品を追加する場合、従来のカメ
ラ認識型システムで４日間かかっていた作業を
15分と大幅に短縮できる。同システム１台で約
６０００種類以上の商品を登録し、認識すること
が可能。
　国内では、労働人口の減少で小売店やコンビ
ニエンスストア運営の効率化、省人化が課題
だ。新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた
め、店舗内での対人接触機会の削減も求められ
ている。安価で簡便に導入可能な同システム
は、ニーズに合致している。

　ソフトバンクは宇宙空間や成層圏から通信
を提供する「ノン・テレストリアル・ネットワーク
（ＮＴＮ、非地上系ネットワーク）構想」の実現を
目指している。同社によると、現在でも世界の人
口の約半分がインターネットを使えていない。
地上のあらゆる場所に通信設備を整えることは
費用や管理の面から現実的でなく、ＮＴＮの活
用が期待される。
　ＮＴＮ構想は、静止衛星を活用したＩｏＴ向け
通信「Ｓｋｙｌｏ（スカイロ）」など複数のソリュー
ションからなる。中でも注目されるのは、同社が
“空飛ぶモバイル基地局“と銘打つ「ＨＡＰＳ
（ハップス）」だ。２０２７年度ごろの商用化を見
込んでいる。ＨＡＰＳは高度20キロメートルの
成層圏から電波を提供。山岳地帯や島しょ部で
も携帯通信を利用しやすくなる。ソフトバンク傘
下のＨＡＰＳモバイル（東京都港区）は20年、無
人航空機「サングライダー」を用いて成層圏か
らの通信に成功しており、ＨＡＰＳ実用化へ前
進しつつあると言える。
　通信業界では宇宙関連技術の開発競争が
激しくなっている。例えばＮＴＴはスカパーＪＳ
ＡＴホールディングス（ＨＤ）と組み、宇宙で即時
に情報を分析する仕組みなどの構築を進める
方針だ。ＫＤＤＩも衛星通信分野で米スペース
Ｘと提携した。宮川潤一ソフトバンク社長は、こ
うした他社の動向を踏まえ「皆が挑戦していく
ことで、新しい技術が生まれる。多様なテクノロ
ジーを興味深く追いたい」と意欲を示した。宮川
社長は技術畑の出身。今後、宇宙通信分野でも
指導力の発揮が望まれる。

　三菱電機のＺＥＢ（ゼロ・エネルギー・ビル）関
連技術実証棟「ＳＵＳＴＩＥ（サスティエ）」は単
なる研究開発拠点にとどまらない。自然エネル
ギー活用や省エネルギーなど保有技術の粋を
結集したショーケースと位置づけられる。
　情報技術総合研究所（神奈川県鎌倉市）内に
２０２０年10月に完成したサスティエは敷地面
積に余裕のない都市部の中規模・中層ビルを
想定し、屋上とひさしだけに太陽光パネルを設
置する。従来のＺＥＢは太陽光パネルを屋上の
みに敷く小規模ビルか、屋上と周囲の広い敷地
に設置する中規模ビルがほとんどだ。都心にお
けるＺＥＢの新たな選択肢としてサスティエを
つくった。
　建築手法から気を配り、高効率設備や自然
風などの自然エネルギーを積極的に導入した
ほか、得意とする空調などのビル設備制御技術
で大幅な省エネを実現した。
　ただ、そこで働く人や住む人に我慢を強いて
は長続きしない。快適性・健康性との両立も大
きな課題だった。そこで、地上４階建てのフロア
ごとに「対話」「リラックス」「集中」とテーマ分けし
た執務室を従業員が自由に選択でき、従業員数
より１.５倍多い席を用意して快適な空間を
構築した。
 今後は「ＺＥＢ＋（ゼブプラス）」をキーワードに、
省エネや快適性の追求に向けた技術開発を加
速する。顧客やパートナー企業を巻き込んだ実
証実験を数多く計画しており、その一部はすで
に実施中だ。脱炭素社会の実現につながる新た
な技術がサスティエから次 と々生まれそうだ。
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